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第1章 調査の背景

1. 1 キルギスタン共和国

1. 1. 1 調査の背景

キルギスタン共和国は天山山鹿の西北部に位置し､国土面積20万km2のうち3分の1は3,000

メートル以上という山岳国家である｡

平野部の年降水量は400mm前後と少なく､加えて夏が乾期となるため､耕作は降水量の

多い山岳地の蔽雪氷を水源とする河川よりの導水に基づく潅掛こ頼っており､耕作面積は

140万baとなっている｡これに対し､天水による牧草地は880万baに達する｡

平野熟ま低いところで標高700m前後であり､標高2,000m以上でも成育できる新種の小麦

が作られている｡ /ト麦は年間160万トンの生産高であるが､自給にいたっておらず､このた

め100万トンの穀物を輸入している｡

総人口は450万と少なく､このうち2割がロシア人､ 5割がキルギス人､ 1割がウズベク人よ

りなる多民族国家である｡

国民の京菜人口は鉱工業28%､農業33%､商業､その他39%となってるが､鑑工業のう

ち農産物加工､食品業の22%を見込むと農業関連の裁業数が40%を占め､農業開発が国家

経済安定の重要課題となっている｡

このような背景から潅概面積の拡大を図るため既存潅故施設の見直し､改修及び新規潅就

施設の拡充が緊急に望まれている｡
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キルギスタン共和国の主要データ

人口 437万人

面積 19.85万km2

首都名 ビシュケク

1人あたりGNP

輸出額

輸入額

耕地面積

採草地面積

放牧地面壱

穀物

じゃがいも

野菜

果実

肉

ミルク

節

羊毛

1,550 S

(1990.1.I)

(人口63万人､ 1990.1.1)

(1990.12)現時点では大幅低下とみられる

0-48億S (1991)

5.84億S (1991)

140万ha (1989)

20万ha (1989)

850万血(1989)

160万t

32万t

59万t

8万t

24万一

120万t

7億ケ

3.9万t

(198

(198

(198

(198

(198

(198

(198

(198

9)

9)

9)

9)

9)

9)

9)

9)

1. 1. 2 調査の目的

今回の調査は､キルギスタン共和国の農業･潅故事情の調査及び現地踏査を通じて､潅庶

農業開発案件に関する実施可能性の検討､調査方法の立案を行うものである｡

特に､ (1)チエ-川東及び西幹線水路バイパス整倖計画及び､ (2)チュ-川南幹線水路拡張

計画の2件に関しては､重点的な調査･検討を実施した｡
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1. 2 トルクメニスタン

1. 2. 1 調査の背景

トルクメニスタンはカスピ海の東岸に位置し､年間降水量100-300皿mと乾燥気候下にあ

り､砂漠等荒野が国土面積48万km2の8割を占めるo このため耕地はもっばら潅既に依存し､

アムダ1)ア川流域及びカラクム運河沿いに集中している｡その面積は120万haと国土面積の2

%強に過ぎない｡

旧ソ連時代にソ連の綿花生産基地と位置づけられ､大規模な潅叔施設整備が実施され､生

産額はウズベクに次ぐ位置を占めるまで拡大したが､反面､綿花栽培に依存する典型的モノ

カルチャー農業となり､下表に示す如く､穀物生産は40万トンと同規模の人口を示すキルギ

スタン共和国の4万分の1に過ぎず､穀物等食糧を大きく輸入に依存せざるを得なくなってい

る｡

総人口360万人のうちロシア人比率は1割と低く､ 7割をトルクメン人が占めている｡総生

産に占める農業の比率は2割程度と低いが､関連工業を加えると生産に占める農業関連成業

者の比率は高く､総人口の5割が農村に居住しており､農業開発が国家経済安定の重要課題

となっている｡

このような背景から､既存潅政施設の見直し､改修及び新規潅瀧施設の拡充による耕作地

の拡大､節水潅故による水利用の効率化が緊急に望まれている｡
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トルクメニスタンの主要データ

人口 362万人(1990.1.1)

面積 49万km2

首都名 アシハバート(人口41万人､ 1990.1.1)

1人あたりGNP

輸出額

輸入額

耕地面毒責

採草地面積

放牧地面責責

穀物

原綿

じゃがいも

1,700S (1990.12)現時点では大幅低下とみられる

1.0億S (1991)

4.2億s (1991)

120万ha (1989)

0.1万ha (1989)

3,250万ha (1989)

40万t

138万t

4万i

野菜 41万t

果実 4万t

肉 10万t

ミルク 42万t

卵 3.3億ケ

羊毛 1.55万t

989

989

989

989

989

989

989

989

989

1. 2. 2 調査の目的

本調査は､トルクメニスタンの農業･潅故事業の調査及び現地踏査を通じて､潅叔農業に

関する開発調査案件の実施可能性の検討､調査方法の立案を行うものである｡

特に､セキザブ川流域潅故地域開発計画については､重点的な調査･検討を実施した｡

1. 3 調査の実施

本調査は､ 1993年6月6日より1993年6月21日の16日間にわたり､海外農業開発コンサル

タンツ協会(ADCA)のミッションとして日本技研株式会社 湯川義光､小原繁夫及び

AbdurRahim Mahsudの3名によって実施された｡

キルギスタンの調査は6月6日より6月15日まで､トルクメニスタンの調査は6月14日より21

日までの日程で実施した｡

日程の詳細は添付資料2に示す｡
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第2章 キルギスタン共和国 援助案件調査

2. 1 背 景

2. 1. 1
一 般

キルギスタン共和国は農産加工､食品業を含めると､就業者人口の4割が農業関連産業に

従事し､加えて年2.3%という高い人口の増加率に伴う農業生産拡大への要請がある｡しか

しながら､食糧の自給には至っておらず､ 1(氾万トンの穀物輸入を余儀なくされている｡

このため､食糧生産拡大が国家の最重要課題の1つとなっている｡

一方､同国の自然条件をみると､作物の成育する夏季に乾燥するため農作はもっばら潅故

に依存せざるを得ず､山地の雪顧け水等を水源とする河川水の導水により耕作を行っている｡

従って､限りある水資源の有効利用が食糧生産の拡大に直結するものとなっている｡

水資源の有効利用としては､次のような解決策が考えられる｡

(1)新規水資源の開発:ダム建設等による河川水の有効利用

(2)給水路改良による通水ロスの改善:地下浸透ロスの大きい地域でのバイパス水路の建設等

(3)節水潅故の普及:点滴潅敦等潅数万式の改良

チエ-川流域においては､ (1)の開発戦略としてダム計画､ (2)としては本流河川に対する

バイパス水路建設計画が策定されている｡

これら計画のうち､チエ-川東及び西幹線水路バイパス整備計画は､上記(2)開発戦略に

基づき､チエ-川本流の巨大な浸透ロスを長さ22.5k皿のコンクリートライニングバイパス

水路建設により防止し､末端水路を建設して給水量増大を計るものであり､これにより作物

の収穫量の大幅増大が期待され､チエ-川流域潅瀧計画中で最も投資効率の良いプロジェク

トとみられる｡

なお､チエ-川はキルギスタン共和国とカザフ共和国にまたがる国際河川であるが､両国

は1992年1月､チエ-川利水権に関する協定を結び､キルギスタン共和国は58%の水利権杏

得たが､現在チエ-川流水利用は50%8ことどまっており開発余地を残している｡

-5-



本件チュ-川からの取水に関しては,カザフ共和国との間に利水上の間違はない.

2. I. 2 調査地域の現況

計画対象地域は首都ビシュケクを含むチュ-盆地内にある｡チュ-盆地は､キルギスタン

共和国で最も産業の発達した地域であり､人口は73万人を越えるが､大部分は首都ビシュケ

リとトクマクに集中している｡チエ-川と平行して鉄道と幹線水路が走り､この地方の発展

に有利な条件となり､これによってカザフ共和国の石炭などの入手が容易である｡また現在

では､天然ガスパイプラインが中央アジア､カスピ海方面からビシュケクにも達し､エネル

ギー源の供給に寄与しているo

チュ-盆地では､キルギスタン共和国の工業生産高のおよそ6割ぐらいが生産されている

と考えられ､機械工業､食品工業､軽工業､非鉄金属工業､建機工業が発達している｡

気候は大陸性であるが比較的穏やかである｡降水量は年300-600 mhlを示すが､農作物を

栽培するには不足している｡このため､大チュ一道河をはじめ､潅概施設が整備され､比較

的農業が発達している｡主要農産物としては､小麦等穀物のほか､うり類､ぶどう等の果物,

タバコ及びてんさいである｡また牧畜も盛んで､牛のほか豚が多く､後者はキルギスタン共

和国全体の7割に達する｡

チエ-盆地にはチュ-川本流及び支流の形成になる扇状地が広く展開するが､耕地として

不通な砂礁に被われた土地は少なく､大部分は黄土を伴う肥沃な土壌となっている｡こうし

た耕作に通する農地は624,000haあり､このうちChuyVa11yCaLnal Systemによって潅敢が

370,000 ha行われている｡

主要幹線水路としてはチュ-川より取水し首都ビシュケクに至るVBuck(EastbigChuy

canal)､これより分岐するUBuck(Sou也bigChuycanal)及びチエ-川下流より取水するZ

Buck (West big Chuy canal)がある｡

キルギスタン共和国政府は､チュ-盆地未潅敵地への給水による農業生産の拡大に積極的

に取り組んでおり､ (1)水源開発､ (2)送水ロス低減､ (3)節水潅瀧､ (4)送水路の拡大の4方

面から給水地拡大の計画を准進している｡しかしながら資金の不足のため､事業の促進が遅

れており､日本側の援助を強く望んでいる｡

上記の(1)水資源開発としては､チエ一本流における貯水池の建設のほか､支流河川に対

-6-



するダム新設､既存ダムのかさ上げによる貯水池容量の拡大計画を持っている｡

(2)送水ロスはチエ-川本流において大きく､特に本計画区間22.5kmにおける本流沖積扇

状地砂凍に対する浸透ロスは､流量の実に50%8こも達するo このため､コンクリートライ

ニングのバイパス水路建設による給水量増大を計画している｡既存水路に関しても土水路が

多く､その浸透ロスが大きな部分についてはコンクリートライニング等ロス防止による給水

量拡大が推進されている｡

(4)送水路の拡大は上記､ (1)､ (2)､ (3)に基づく給水能力拡大により､新規給水水路網を建

設し､潅故地域の拡大を図ろうとするものである｡

2. 2 開発案件

関係機関との打合せの結果､潅概計画の具体的プロジェクトとしては下記のものを提案する｡

1)チエ-川本流ダム建設計画:

チエ-川本流に築造するダム建設計画であり､この実現によって､現在頭首工からの

直接取水による潅庶システムの抜本的拡大が見込まれる｡ただし､ダム築造のための技

術的検討のみならず､国際河川のため､これまでの協定の見直し､潅概システムの全面

的見直し等､十分な準備検討を行う開発調査(マスタープラン)が必要である｡

2)チエ-)1I東及び西幹線水路バイパス整備計画:詳細を次節に示すo

3) Ak･Kshat流域spartak貯水池潅瀧計画

spartak貯水池のダムかさ上げにより､貯水容量を22百万m3より37百万m3に拡大し､

これにより1,500haの潅洗面積増を図るo生産増として､小麦1,300トン､果物700トン､

ぶどう600トン及び貴司科作物12,200トンを見込む｡

4) V Buch K (EぉtLmge Chuy ChaJlnel)幹線水路改修計画

同運河は現在50m3/sの給水能力を有するが､水路改修により70m3/sまで能力アップ

を行い､これによる潅蔑水量の拡大により､小麦1,100トン､果物13,200トン､ぶどう

3,900トン､飼料作物7,500トンの増産を見込む｡現在キルギスタン政府が独自に施工中

である｡

5) UBuch K (SouthL訂ge Chuy Ch皿nel)幹線水路改修計画

既存潅概幹線水路よりの延長として新たに給水能力42 m3/sの幹線水路66.2 kmの建設

を行い､ 20,000haの潅寵域拡大を図る｡これにより､小麦19,000トン､果物8,900トン､
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ぶどう7,500トン､飼料作物17,200トンの増産が可能となる｡

6) Nid2ni-Al姐rCha貯水池拡張計画

同貯水池の5 mダムかさ上げを行い貯水容量を33百万m3より61百万m3に拡大すること

によって､既存潅敵地3,000 rnの給水改良と､ 4,600haの潅政域拡大を行い､新たに小麦

3,800トン､果物2,100トン､ぶどう1,900トン､飼料作物3,700トンの増産を見込む｡

現在キルギスタン政府が独自に施工中である｡

上記案件のうち1)はマスタープラン､ 3)は開発調査､ 2)及び5)は無償資金協力の案件とし

て適当と考えられる｡

今回の調査においては､特に上記2)､ 5)の無償資金協力案件の調査を主眼に行った｡

2. 3 チュ-川東及び西幹線水路バイパス整備計画

2. 3. 1 計画の概要

計画対象地域はチエ-川の扇状地扇央部にあたり､沖積扇状地砂裸がよく発達する｡川底

は非常にポーラスで浸透ロスが50%Lこもなるため､水路に十分な導水ができずに計画した

潅故ができないでいる｡このためVBuch K作astLarge ChuyChanrlel)の旧頭首工の上流22_5

kmに新たな頭首工を設け､この間をコンクリートライニングのバイパスにし､ロスを減少

させることによって潅溌効率を上げている｡

本計画は､既存のバイパスと同様の水路を新規に併設することによって､チュ-川の浸透

ロスのために潅改不足に陥っていた約26,000haに安定的に水を供給するとともに､新たに

20,(X氾haの潅概域拡大を行うものである｡これにより､小麦､ぶどう等の果物､牧草等の収

穫量が大幅に増大することが期待される｡受益者はおよそ40,000人と見積られる｡

新設バイパス水路延長は22.5k†n､給水能力は約71 m3/sである｡本計画では､コンクリー

トライニングの水路と､既設バイパスと平行する工事用道路及び運河を横断する橋梁等の施

設は含むが､二次水路網､三次水路網の建設は除外するものとする｡

既存バイパス水路の設計･建設に閲し､水文調査､測量､地質調査等基礎的資料収集は完

了しているので､新設バイパス水路計画は､これら資料の見直しと若干の補足調査を実施し

たうえで､直ちに施設設計に入ることが可能とみられる｡
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2. 3. 2 社台所見

本計画は限りある水資源を有効利用し､経済レベルの低いキルギスタン共和国チュ-盆地

農村地域を潅蔵開発するもので､同国の社会経済開発方針である耕作地拡大による農業生産

増大･農村塩輿の方向に合致したものと考えられる｡

同国対外経済関係国家委員会及び水資源土地改良省でも本調査の重要性を理解し､農業分

野の優先プロジェクトとして､日本からの援助をおおいに期待している｡

日本側の対応としては､水資源土地改良省を実施機関とし､ JICAが開発調査を実施する

ことが望ましい｡前節で述べた如く､既存バイパス建設に伴う調査設計資料がそろっている

ので､開発調査は小規模なもので良く､日本側調査団3-4名､調査期間6カ月程度で十分と

考えられる｡

2. 4 キルギスタン共和国 チュー川南幸手線水路拡張計画

2. 4. 1 計画の概要

本計画は南幹線水路をさらに西のカラバネティ川まで延長し､新規潅故地域を約20,000rn

開発するものである｡これには計画洗量36m3/s､一部コンクリートライニングで途中南側

山地からの涜入河川ソコロツク､アリス､カラパルティ等からも取水する｡これにより小麦､

ぶどう等の果物､牧草等の収穫量が大幅に増大することが期待できる｡受益者はおよそ

40,000人と見積られる｡

事業の内容としては､幹線水路の延長64km (コンクリートライニング30%､アースライ

ニング70%)とし､二次水路網､三次水路網等末端給水施設は含まない｡また建設は一次､

二次と2期にわたることが考えられる｡

本計画に関してキルギスタン共和国政府側は､資金的問題からいまだ構想の段階にあるた

め､開発調査は水文解析､末端給水､営農等の基礎調査を含めた広域のマスタープランの段

階から出発し､上記施設の基本設計まで実施することになる｡

2. 4. 2 稔台所見

本計画は､限りある水資源を有効利用し､経済レベルの低いキルギスタン共和国チエ-症

地農村地域を潅瀧田発するもので､同国の社会経済開発方針である耕作地拡大による農業生
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産拡大､農村撞輿の方向に合致したものと考えられる｡

同国対外経済関係国家委員会及び水資源土地改良省でも本調査の重要性を理解し､農業分

野の優先プロジェクトとして､日本からの援助を大いに期待している0

日本国例の対応としては相手国水資源土地改良省を実施期間とし､ JICAが開発調査を実

施するのが望ましい｡これは前節で述べた調査を実施するもので､日本側調査団10名､調査

期間18カ月程度が必要と考えられる｡
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第3章 トルクメニスタン 援助案件調査

3. 1 背 景

3. 1. 1 一 般

トルクメニスタンは､京菜者人口の3分の1が農業に従事し､全人口の半数が農業に従事し

ているo加えて人口増加率が極めて高く､年率2.7%に達する｡

これに対し､同国農業は綿花栽培に集中した極端なモノカルチャー農業のため､食糧の大

量輸入を余儀なくされている｡このため食糧生産拡大が国家の重要課題となっている｡

一方､同国の自然条件をみると､乾燥気候下にあるため農作物はもっばら潅故にたよらざ

るを得ず､アムダリア川及びカラクム運河よりの導水に大きく依存している｡

従って､限りある水資源の有効利用が食糧生産の拡大に直結するものとなっている｡

同国の主要水源であるアムダリア川及びカラクム運河よりの取水量は国際河川という性格

とアラル海問題のため増量を期待できない｡このため､同国は節水潅敦を推進して余剰水に

より耕地拡大を行うことを食糧等農業推進の基本に凍えている｡新規水資源開発としては､

中小河川に対する水利施設建設が考えられている｡

3. 1. 2 開発案件

潅敦計画の具体的プロジェクトとしては下記のものがある｡

(l)セキザブ川淀城潅概開発計画:次ページに記述する｡

(2)テドゼン下流域潅叔開発計画:

イラン高原から下流する本河川下流部に貯水池等水利施設を建設し､滝水の効率的利用

をはかって､穀物･果実等農産物の増産を計るものである｡

このほか､同国では河川､運河の浸透ロスが大きいため､コンクリートライニング等によ

る浸透防止が課題となっているが､いずれも巨大な建設費を要するため事業化のメドが立っ

ていない｡例えばカラクム運河延長は1,000km余りに達している｡

同国では潅概拡大という課題のほか､民生用水源の確保が深刻な問題となっていおり､下

記2地域への給水が緊急な解決を要する問題となっている｡
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(1)同国北部民生用地下水汚染対策:

同国北部アムダリア下流部には約100万人の人口があるが､この地域では､農薬等によ

る飲用浅層地下水の汚染がひどく,住民疾患率の異常な上昇がおきている｡対策として､

他水源､例えば南方にある井汚染地下水源からの導水が考えられているが､予算不足で事

業の進展は遅い｡

(2)同国西部民生用水の不足と汚染対策:

同国西部カスピ海沿岸にも約100万人の人々が居住するが､この地域は極端に水源が乏

しく､生活用水の不足が深刻で一部に地下水汚染の問題がある｡用水需要地が散在するの

で､この地域では自然条件に応じパイプライン導水､地下水利用､淡水化プラント等多様

な対応が必要となっている｡

3. 2 セキザブ川流域潅満開発計画

3. 2. 1 調査地域の現況

計画対象地域はカラクム運河沿いの農耕地帯の一画を占め､人口41万人をようする首都ア

シハバートの西郊に位置するo

カラクム運河沿いの地帯は同国で最も産業の発達した地帯であり､ 1,000krnにわたり､同

運河よりの導水により綿花を主体とする耕作地が広がるほか､首都アシハバートほか主要都

市がこの地帯に点在し､同運河と平行して鉄道と幹線道路及びガスパイプラインが走ってい

る｡

調査対象地域の気候は乾燥し､年降水量は100-300mmに過ぎないため､作物はもっばら

潅故に依存しているo地形的には南側に広がる山地より読下した中巌河川の形成になる扇状

地であり､沖積砂襟扇状地を除けば､黄土を伴う月巴沃な土壌となっている｡カラクム運河は

これら扇状地を横切る形で走っているため､同一扇状地であっても北部は運河の線より標高

が低く十分な潅庶が可能であるが､運河より標高の高い南部は運河よりの導水ができず､わ

ずかに河川の自然流水の導水による小規模な潅瀧を認めるのみである｡

本計画は､運河より標高の高い扇状地の南部について潅概域を拡大しあわせて節水潅赦を

はかるものである｡これにより作物の増収を図り､あわせて節水潅庶のモデル地区としての

役割を期待するものである｡
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3. 2. 2 計画の概要

計画対象地域は､首都アシハバートの西方約40kmに位置するセキザプ川流域である.同

川扇状地には黄土を伴う肥沃な土凄が分布し耕作適地となっているが､カラクム運河より標

高の高い扇状地南部約10,(煤) haは十分な導水ができず､自然涜水の利用を除けぼ未潅故地と

なっている｡本計画は山地･扇状地境界付近セキザプ川本流にダムを築き､この貯水により

効率的利水を行って､同川扇状地南部の潅庶を行うものであるo

ダム集水域は､分水嶺標高1,500m-2,500mを示す山地であり､年降水量は200-500皿m

とみられ､冬季降雪をみる.涜域面熟ま約1,000km2に達するが､流量は集水域に比べ小さ

く､相手国説明では平均1 m3/sであるo

ダムサイト候補地は渓谷をなし､石灰岩類よりなる良好な岩盤が分布し､良好な貯水ポケッ

トを有する｡

トルクメニスタン政府側は資金不足から本計画については今だ構想段階にあるため､本計

画推進にあたっては開発調査をマスタープラン段階から始める必要がある｡

3. 2. 3 総合所見

本計画は､限りある水資源を有効利用し､経済レベルの低いトリクメニスタン国セキザブ

川流域を潅敦開発するもので､同国の社会経済開発方針である耕作地拡大による農業生産増

大､農村壷輿の方向に合致したものと考えられるo

同国水資源を総括する環境省及び水資源土地改良省､農業食糧省でも本調査の重要性を理

解し､農業分野の優先プロジェクトとして日本からの援助を大いに期待している｡

日本側の対応としては､ JICAが開発調査を実施することが望ましい｡前節で述べた如く､

相手国政府は今だ詳細な計画策定に至っていないので､本計画実施にあたっては､開発調査

をマスタープラン段階から始める必要がある｡日本国側調査団は10名程度､調査期間は18カ

月程度を要するとみられる｡
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1. 調査者略歴

湯川 義光

1943.12. 7

1967. 3

1967. 4-1967. 9

1967.10-1973. 5

1973. 6-1973. 8

1973. 9-1979. 5

1979. 6-1983. 4

1983. 5-1987. 8

1987. 9-1989. 8

1989. 8-現在

小原 繁夫

1943. 2.21

1965. 3

1966.4-1975. 9

1975.10-1988.ll

1988,12-現在

アブドル ラヒム

坐

京都大学農学部農業工学科卒業

石川島芝浦電気(株)

(樵)三祐コンサルタンツ

(樵)日本土質開発研究所

日本技研(樵) (社名変更)

同上 海外事業部 部長

同上 取締役 海外事業本部長

同上 常務取締役 海外事業本部長

同上 専務取締役 海外事業本部長

生

東北大学理学部地学科卒業

東建地質(秩)

アラビア石油(秩)

日本技研(秩) 海外事業本部 参与

マスッド(AbdurRahim Masbud)

1931.ll.8

1953

1968

1954-1959

1959- 1964

1964- 1969

1969-1971

1972-- 1977

1977- 1978

1978- 1979

1979- 1984

1984- 1987

1987-1991

1991-現在

坐

パンジャブ大学土木工学科卒業

英国サザンプトン大学土木工学修士課程終了

北西辺境州政府潅瀧局

Wa比r & Power Development Authority

西パキスタン政府潅概局

北西辺境州政府潅政局

北西辺境州政府計画開発局

パキスタン農村開発学会

Pakistarl Tourism Development Corp.

Pakistan hdustrialDevelopment Corp.

パキスタン政府住宅･労働省

パキスタン政府水電力省 次官

日本技研(秩)イスラマバード事務所顧問



2. 調査日程

順 日付 出発地 到着地 宿泊地 調査内容

1. 6.6 Narita Moscow Moscow

2. 6.7

3. 6.8 Moscov

4. 6.9

5. 6

6. 6

7. 6

8. 6

0

1

2

3

9. 6.14

10. 6.15 Bishkek

Moscow

ll. 6.16

12. 6.17

13. 6.18

14. 6.19

15. 6.20

16. 6.21

Ashkbabad

Alma-At

Moslow

As hkb ibα:1

Moscow

Mosc ow

Bishkek

Bishkek

B ishkek

B ishkek

B ishkek

ちishkek

Bishkek

Ashkhebad

Ashkhebad

Ashkhabad

Ashkhabad

Moscow

湯川､小原:成田発11:55､モスクワ着16:35

(JL441)

Mashud:イスラマバード発9:10,モスクワ着

13:40 (PK701)

日本大使館､トルクメニスタン大使館表敬

モスクワ発14:10､アルマ一夕着21:00 (SY503)

アルマ一夕発22:00 (小型バス)

ビシュケク着3:00､キルギスタン政府

GOSCOMINVEST表敬､打合せ､水資源省打合

せ

現地調査(東Chu運河､ Nidzai-AlaBrChaダム他)

同上(南chu運河イ也)

水資源省打合せ､資料整理

現地調査(東Chu運河Chu川バイパス)
､報告

書作成

キルギスタン政府GOSCOMIVEST､水資源省

報告書説明

ビシュケク発8:00､モスコ一着10:25 (SU608)

モスコ一発1:40､アシハバート着2:05 (SU703)

トレクメニスタン政府環境省表敬､打合せ

トレクメニスタン政府､ Turkemerlyi Provoldhoz

lnsdtus及びpO ”Turkmen-geologija打合せ

トレクメニスタン政府環境省打合せ､現地調査

現地調査(アシハバート西方地域)

Ashkhabadトレクメニスタン政府副大競領表敬

アシハバード発17:40､モスクワ着20:15

(su704)

湯川､小原 モスクワ発17二20

成田着8:20

Masbud:モスクワ発3:10､イスラマバード着

10:10 (SU543)

キルギスタン共和国関係機関 GOSCHOMTNVEST :対外経済関係国家委員会

水資漁省

トルクメニスタン国関係横間 環境省

水資源省

農業省

:水資源土地改良省

:水資源土地改良省

:農業食糧省



3. 収集資料一覧

Turkmenstan, Ministry for Foreign Affeirs of Turkerlistan, 1991

Topographic maps, 1:500,000

Geologicalmaps, 1: 1,000,000

キルギスタン共和国チュー川辞線水路網関連

Outline maps for Chuy River canalsystems

TechnicalReport for Chuy River card systems

トルクメニスタン共和国セキサブ川涜城計画関連
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1. Background

l. 1 General

Xyrgbyzistan is mostly a mountainous country dotted by many basins in

between the mountain ranges. The Chuy basin is by far the largest and the most fTertile

basin of the republic having Bishkek, the capital of the Republic, at its centre･ The

Chuy basin has a cultivable area suitable for irrigation of 624,000 hectares out of which

370,000 ba is irrigated by Cbuy basin canal system･ The Republic's economy is

mostly agricultural contributirlg about 60% to the GNP of the country.

Tbe Chuy basin has a low raiTl払11 of about 250 mTn per annurn and a snow fall

or 150 mm rain equlValent aggregating to a total or400 mm or precipitation in an

average year･ The temperature rarlgeS from
-25oC

in Dec. - Jam. to ＋40oCinJune - Ju一y

creating semi arid conditions. However, the valley to the East and South is surrounded

by high mountainsrising to about 4,000 meters･ These mountains receive heavy snow

fall in winter generating almost perennial mows in summer in the Chuy River and its

tributaries JOlnlng the main river tbrougb the Cbuy plateau･ Comparatively less

contribution is made by the north eastem tributaries JOlnlng theriver from K詑akhstan

side.

S9生地

The Chuy River is an inter-republicanriver marking generally a boundary

betweeTl the Republic of Kyrghyzistanand Kazakhstan. The two co-basin states divide

the waters of the Chuy River in accordancewith a statement reached in 19&3 and agreed

uporl in February 1992･ According to this agreement, the annual mows of the Chuy

River and its tributaries are divided in the ratio or 58% to 42% with Xyrgbyzistan

haviIlg the larger share measured jointlyat four points along the Chuy River. So far the

agreement is workirlg Very Smoothly and is supervised by aministeria1 level joint

committee of the two countries. Kyrghyzistan is presently usirlg 50% of the mows.

l･2 Existirlg Irrigation System irlChuy Basin

ln view or the semi arid conditions or the basin, the Government
or

Kyrghyzistan has constructed a system o[ carlals from the main Chuy River for

irdgating a total area of370,000 ha･Along the length of the canals the tributaries

crossirlg the canal contribute additional supplies by diversiorlS through controlled links

from perermial mows or from sma一l reservoirs built on these tributaries. In certain

-1-



cases, the flows in the tributaries are directly used for irrigation･ The totalsystem

commands an area of 370,000 ha on Kyrghyzistan territory and 142,000 ha on

Kaakhstan territory･ The main canal systems are the VBchK (EastBig Chuy Canal),

the UBchK (South Big Chuy Canal), the ZBchK (West Big Chuy Canal),

Krosnorechensky canal ,
Sovhozney caTlal, Atbachinsky canal arid other direct irrigation

fTrom mountai皿StreamS.

l･3 Present Conditions of the ProjectArea

Tbe Govemment of Republic of Kyrghyzistan has been making continuous

efforts to brirlg new areaunder irrigation and to improvethe efficiency of the existing

irrigation system so as to provide enough water to improve the crop productivity.

To achieve this objective, it has already constructed many reservoirs on the

tributaries of the Chuy River and hasalso improved the canal system by increasing its

capacity and reducing the seepage losses tbrougb canal lining･ Hovever, its limited

rlnarlCing capability has impaired their efforts tofully realize the objective.
Presently it

is improvirlg the capacities of the reservoirs by ralSlng the dams such as Alarchinsky

dam and Spartak reservoir･ The Government isalso remodelirlg the VBchK and the

UBchK main canals fbr higher discharges
and is limig the canals in portions where

these carlals pass over highly porous soils･ It has also constructed bypass channels

along theriver to
reduce the seepage tosses in theriver bed

which at times have been as

bigb as 50% ortbe total novs･ Two such bypass flu皿eS
Or22･5 km length each have

been constructed･ one to
partially supply the VBchK by taking its head works up

stream from the present positiorl and the other to bypass
supplies of the ZBchK from

the old head
of the VBchKI Both the numes have a discharge capacity of 7 1 m3/sec.

Ir1 Order to fully bypass, the supplies of the VBchK and the ZBchK a third

simi一ar nume is
projected alongthe existirlg nume from the new head workswith a

length of22.5 km. However, no firlanCeS are available. The diversion structure at the

new bead works is capable or diverting tわe additional supplies･ Accordi喝tO the

Ministry of Water Resources･ this will save about 50
millions m3 of water from being

lost in the river bed.

Similarly to brirlg new area Of20,000 ha under command and to improve the

existing area of 26,000 ha irrigated by uncertain supplies from the tributaries an

extension of the UBchK is proposed for a discharge at the head of36 m3/sec and a

length or 64 km･ This will, however, depend on availability oradditional supplies in

the system and completion of the improvement of the VBchK, the UBchK, the ZBchK

and the constrtlCtion of the additional bypass channel.
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2. Outline of the Project

Tbe old head works of the VBchK was built in 1958. Subsequently when the

demand for additional water was fTelt,itwas decided to build another head works that is

22.5 km upstream of-the old head works and in order to savethe very high1osses inthe

river bed, a reinforced concrete nurne of22･5 km lengthand 7 1 m3/sec capacity was

constructed to feed the VBchK's
projected capacity in 1969. Later, in 1985, another

nume of the same capacity was constructed from the old VBchK head works to

distaTICe Or 22.5 k皿tO bypass an equally porous bed or the Cbuy River and increase

availability for the ZBchK caJlal.

Tbe present position is that the new head works has the capacity of diverting

about 142 m3/see of water, buttheflume has only the capacity ofcarryirlg 7 1 m3/see.

Tbe remalnlng Water has to now in theriver bed resultirlg in 50% tosses. The

originalproject or
nume

construction has a provision of constructing a similar nume

along the existirlg nume, but because of the lack of finances, the project could not be

undertaken.

Since the tosses in theriverbed are very high, itwould not be possible to feed

the new area under the UBchK and improvethe existing area under the VBchK andthe

UBchk unless this nume is constructed･ It, therefわre, has the highest pnority in the

improvement and extellSion ortbe irrigation system orthe basin.

Asthe flume has to fわllow the existing nume both inalignment and design, it

will need flo
major efforts and time fわrsurvey which has already gotal1 the details of

the projectand itneeds only a financial input from friendly sources.

3. Objective of-the Project

The main objective of the project is to save the tosses of water in the extreme一y

porous bed of the river and utilize the water so saved usefhlly for irrigation of

additiorlal area and improvement of existing irrigation･ The existing nume has proved

that about 50% ortbe tosses occu汀ing in the river bed can be saved by constnlCting the

additional nume. Even if35 m3/see of water could be saved, it will result irlirrigation

ofa new area of35,000 haat a waterallowance of lm3/see/1,000 ha.

This
project, thus in conjunctionwith improvement of the VBchK and the

UBchK canals arld constructing of the UBchK exterlSion would improve an existing

area or26,000 ba and irrigate a new area
or20,000 ba.
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4. ProjectJustification

Presently the VBchK and the UBchK irrigate an area of47,000 ha and 24,600

ha respectively.

The system can draw at heads a total quantity of91 m3/see (71 fromthe Chuy

River and 20 fromAssykathinsky
reservoir),after the remodeling is completed.

Presently, however, there is not enough water available in the Cbuy River at the bead

orthe VBchK to have full withdrawal, because a substarltial quantity of water is lost in

theriver bed betweenthe old and new head works･ These canals, therefore, can neither

fully
satisfythe

demand of commanded area nor be capable toal1ow the extension of

the UBchK to irrigate additional area･ The farmers under the existing system,

therefore, experience water shortages and they either lose their crops completely or

suffTer a partial reduction in crop production･

The farmers in the new area to be irrigated by the UBchK extension have to

depend
either on rainfall or in some cases orl the meager supplie占from the tributaries.

In both cases the production is very low and some times the crops fail completely

rendering the rarmer's unsustainable.

The per capita eaming of these farmers could bejust 50 to loo dollars per year

which could hardly
satisfytheir

food requirements.

In order to alleviate their miserable conditions, the constnlCtion or extension of

the UBchK is of great importarlCe tO these poor people･ However,inorder to
make the

water available fわrthis canal it is absolutely necessary to construct the bypass channel

under the proposal so that the required water could be saved effectively from seepage in

theriver bed and utilized for irrigation･

Total new area to be irrigated

as a result of the bypass channel

Total number o[people to be benerlted

20,000 ba

40,000 people

5 ･ Scope of the Project

Tota1 length ortbe canal to be constnlCted is 22･5 km･ Design discharge will be

approximately 71 m3/sect The canal is concrete nume type, which is as same as

existiflg bypass channel･ Reinforced concrete shall be adopted for this carlal.

Inspectiorl
road along the canal and crossing facilities such as bridges shall also be

included in l九e Prqject･ As the propose ortbe canal is the bypass Ortbe Cbuy River, no

secondary arid tertiary canal shall be required･
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6. Project Cost

Project cost is estimated as 2.05 billion Japanese Yen as of 1993.

Tbe cost is including the construction cost and englneerlng SeⅣices by the

consultant
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1. Background

l. 1 General

Kyrghyzistan is mostly a mountaiTIOuS country dotted by many basins in

between the mountain ranges. The Chuy basinis by far the largest and the most fTertile

basin or the republic baying Bisbkek, the capital or the Republic, at its centre. The

Cbuy basin has a cultivable area suitable
fらri汀igation or624,000 hectares out orwbicb

370,000 ha is irrigated by Chuy basin canal system. The Republic's economy is

mostly agricultural contributing about 60% to the GNアofthe country.

The Chuy basin has a low rainfall orabout 250 mm per annum and a snow fall

of 150 mm rain equivalent aggregating to a total of400 mm of-precipitation in an

average year･ The temperature ranges fTrom
-25oC

in Dec. - Jam. to ＋40oC in June - July

creating semiarid conditions. flowever, the valley to the East and South is surrounded

by highmountainsrising to about 4,000 meters. These
mountains receive heavy snow

fall inwinter generatir)g almost perennial mows in summer in the Chuy River and its

tributaries joining the main river through the Chuy plateau. Comparatively less

contributiorl is made by the north eastem tributaries JOlnlng theriver from Kazakhstan

side.

塾迦蔓_地

Tbe Cbuy River is an inter-republican river marking generally a boundary

between the Repub一ic of Kyrghyzistan and Xazakhstan. The two co-basin states divide

the waters orthe Chuy River in accordance w地a statement reached in 1983 and agreed

upon in February 1992･ According to this agreemerlt, the annual mows
of the Chuy

River and its tributaries are divided in the ratio of 58% to 42% with Kyrghyzistan
having the larger share measured jointlyat four

points alorlg the Chuy River. So far the

agreement is vorking very smoothly and is supeⅣised by a ministerial 1eveりoint

committee of the two countries･ Kyrghyzistan is presently usulg 50% of the flows･

1･2 Existinglrrigation SysteminChuyBasin

ln ∨iev or the semi arid conditions or the basin, the Government Or

Xyrghyzistan has constructed a system of canals from the main Chuy River for

irrigating a total area of 370,000 ha. Alorlg the length orthe canals the tributaries

crossing the canal contribute additional supp一ies by diversions through controlled links

from perennial mows or from small reservoirs built on these tributaries. In certain
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cases, the mows in the tribtltaries are directly used for irrigation. The total system

commands an area of 370,000 ha on Kyrghyzistan territory and 142,000 ha on

Ka劫khstan temitory. The main canal systems arethe VBchK (EastBig Chuy Canal),

the UBchX (South Big Cbuy Canal), the ZBcbX (West Big Cbuy Canal),

Krosnorechensky canal ,
Sovhozney canal ,

Atbachinsky canal and other direct imigation

from mountainstreams.

1.3 Present Conditions of the ProjectArea

The Government of'Republic of Kyrghyzistan has been making continuous

efforts
to bring new area under irrigation and to improve the efficiency of the existing

irrigation system so as to provide enoughwater
to improve the crop productivity.

To achieve this objective, it has already constructed many reservoirs on the

tributaries o[the Chuy River and has also improved the canal system by increasing its

capacity and reducing the seepage losses throughcanal lining. However, its limited

financing capability has impaired their efbrts to fully realize the objective. Presently it

is improving the capacities of the reservoirs by raisirlg the dams such as Alarchinsky

dam and Spartak reservoir. The Government is also remodelirlg the VBchK and the

UBchK main canals for higher discharges and is lining the canals in portions where

these cana一s pass Over bigbly porous soiis･ It ba5 also consけucted bypass Channels

along theriver to reduce the seepage losses in theriver bed which at times have been as

highas 50% of the total Bows. Two such bypass numes of22.5 km length each have

been coTIStruCted, one to partially supply the VBchK by taking its head works up

stream from the present position and the other to bypass supplies of the ZBchK from

the old head
orthe VBchK･ Both the numes have a discharge capacity of71 m3/see.

Ir1 Order tofully bypass, the supplies o[the VBchK and the ZBchK a third

similar nume is
projected along the existing nume f:ron the new head

workswith a

length of22.5 km. However, no finances are available. The diversion structure at the

new head works is capable oF diverting the additional supplies･ Accordirlg tO the

Ministry of Water Resources, thiswill save about 50 millions m3 of water from beirlg

lost in the river bed.

Similarly to bring new area of20,000 ha under command and to improve the

existing area of 26,000 ha irrigated by uncertain supplies from the tributaries, an

extension or the UBchK is proposed for a discharge at the head of 36 m3/see and a

le□gth or64 km･ This vill, however, depend on availability oradditional supplies in

the system arid completion of the improvement of the VBchK, the UBchK, the ZBchK

and the construction of the additionalbypass channel.
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2. Outline of the Project

There is a large fTertilearea beyond the present limits of the UBchK imigation

system that is either lying barren or is dry cropped or is partially imgated by the

streams coming from the southem mountains ofChuy basin. In all these cases the area

ba5 neg一igible or veⅣ s†nallproduction capability and need a pe皿anent Source OrWater

for irrigation･ The Govemment has already prepared a preliminary plan for improving

and irrigatirlg the area under the eB:tension proposal of the UBchK. The water for these

areas (about 53,000 ba) is being generated by reducing the seepage losses in the

UBchK･ VBcbK and the Chuy River tbrougb an elaborate system using concrete lining

fTorcana一s arid corlCrete bypass channel fわrthe Chuy River･ It is expected that in this

way about 36 m3/sec of waterwill become available for this canal､ Additional

contribution is proposed from the River Sokolock, Aksu
and Karabalty of the order of

20, 20 and 32 m3/see respectively along the canal alignment. With the water so

generated the new area of 53,000 ha will be able
to

receive regular and satisfactory

vater supplies.

3. Objective of the Project

The
project aims at realization of丘111 production ofagricultural commodities

including wheat, com, grapes, fruits and fodder from an area hitherto lying barren or

givir)g very littleproduction, thus alleviatirlg the poor conditions of the farmers from

below poverty line to average income group･ It will also help the country in becoming

sel一sufrlCientinfbod and generate exportable surpluses in fruits and dairy
production･

4. ProjectJustification

The implementation of the project
is mainly required for the very poor section of

the farmers who are currently practicing rain Fed or marginally irrigated agriculture and

have very low income as compared to the irrigated farmers and people employed in

trade and industry. The Government on the other hand have no financial resources to

undertake the project out of their own budget because ofmarly COmPeting demands.

Therefore, investments from friendly intemational sources such as ODA of Japan on

grant baLSis will directly help the under privileged class of the country･

5 ･ Scope or the I'rqject

Tota1 length ortbe canal to be
constmcted is 64 k皿･ Design discharge ヽvillbe

approximately 36 m3/sec･ Around 30% of the canal length shall be constructed as a

concrete linirlg Canal and remainlr)g 70% shalt be earth linirlg.
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Inspection
road along the canal and crossing facilities such as siphons and

bridges shall also be included in the prqject.

Secondary and tertiary canal are out of scope of the Project. Implementation of

the c2Lnal construction can be divided into two phases.

6. Project Cost

Project cost is estimated as 2.35 billion Japanese Yen as of 1993.

The cost is including the construction cost and engineerlng Services by the

consultant.
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